





















































原語増 訳語増 字数別合計 初版訳語数 増加語数（％） 再版訳語数
一宇語 14 2 16（1．6） 29 ＋16（35．6） 45
二宇語 596 143 739（72。3） 1602 ＋739（31．6） 2341
三字語 148 12 160（15．6） 373 ＋！60（30．0） 533
四字言吾 73 9 82（8．0） 328 ＋82（20．0） 4！0
五字語 12 0 12（1。2） 87 ＋12（12．！） 99
六字語 4 0 4（0．4） 16 ＋4（20，0） 20
七字語 5 0 5（0．5） 2 ＋5（71．4） 7
九字以上 4 0 4（0。4） 0 ＋4（100） 4































































































































漢籍の典拠 分類 所属語の性質 初版語数（％） 再版増補語数（％）




C 中日同形語 6！7（38．5） 298（40．3）
D 中判司形語 127（7．9） 43（5．8）
E 中日ともに廃語 161（10．！） 123（16．7）












































































































































































初版語数 増加語数（倍率） 再版語数 増加語数（倍率） 三版語数
大見出し 1562 ÷635（0，41） 2197 ＋6002（2．73） 8199
小見出し 390 ＋136（0．35） 526 一ト1694（3．22） 2220














「本文」部の見出し語で見た場合 6548 2036 31．1％
「補遺」部の見出し語で見た場合 1651 1131 68．5％
「本文十補遺5全体で見た場合 8199 3167 38．6％
増補見出し語のみで見た場合 6002 3167 52．8％
























初版語数 増加語数（倍率） 再版語数 増加語数（倍率） 三崩語数
4訳語 40 ＋25（0．63） 65 ＋229（3．52） 294
5訳語 9 ＋11（1，22） 20 ＋143（7，15） 163
6訳語
?
＋8（8） 9 ＋65（7．22） 74
7訳語 4 ＋1（0．25） 5 ＋39（7．8） 44
8訳語 0 十！ 1 ＋38（38） 39
9訳語 1 ＋1（1） 2 ＋22（11） 24
10語以上 0 十〇 0 十39 39



























































































小見出し数 初版語数 増加語数（倍率） 再版語数 増加語数（倍率） 三軸語数
！小見出し 29 ＋36（L24） 65 ＋232（3．57） 297
2小見出し 28 ＋1（0。04） 29 ＋72（2．48） 101
3小見繊し ！1 ＋10（0，91） 21 ＋42（2．0） 63
4小見出し 11 ＋0（0） 1！ ＋35（3．18） 46
5小見出し 4 ＋3（0．75） 7 ＋17（2．43） 24
6小見出し 2 一1（一〇，5） 1 ＋16（16，0） 17
7小見出し 1 一1（一1） 0 十11 11
8小見堅し 2 ＋1（0．5） 3 ＋7（2，33） 10
9小見出し 2 ＋1（0、5） 3 一1（一〇。33） 2
！0小見出し 2 ＋0（0） 2 ＋2（1） 4
10以上 7 ＋3（0．43） 10 ＋33（3．3） 43









































① ② 見出し語と訳語 ① ② 見出し語と訳語
50 1 Feell鍛9感情 48 1 Form形式
41 1 Syllo9圭sm推測式 39 1 Term名辞
38 2 Law法律，　Psychology心理学32 1 Social社会的
31 1 GcfUh1（ド）感清 29 1 Necessity必然
28 2 Proposition命題，　Se総ation感覚27 1 Cause原因
26 2 Judgment断定，　Philosophy哲学25 1 Method方法
20 2 Religion宗教，　Wort（ド）語 19 1 K諺owledge知識
18 2 Pr漁dple原理，　Sense感｝生 17 2 Power勢力，　Zeit（ド）時間





































































注脚付き語のパターン パターン別語数 初版の語数 再版の語数 三版の語数




（3）初版なし再・三版あり 2 × ○ ○
（4）初・再版なし三三あり 61 ? ×
?
合　　計 126 63 65 107
　表8によって，各版における注脚付き語のパターンと分布がわかる。
について，次の各項で検討してみよう。
（1）～（4）の各パターン
7．1。底版を通して注脚が見られるもの
　表8のうち，（1）の各版を通して注脚が見られるものは次の44語である（下線は，出典ではな
く，編者の注釈を添えた語を示す）。
　Absolute絶対，　Abstract形而上，　Acosmism無宇宙論，　A　priori先天，　Aretology達徳論，
　Becoming転化，　Beginning太初，　Category範疇，　Change萬化，　Coexistence倶有，
　Concentration凝聚，　Concrete形而下，　Deduction演繹法，　Docetism度屑得教，
　Ebionitism以晶晶尼教，　Exlstence萬有成立，　Gnosticism諾二二教，　Gymnosophist二二仙，
　Heterogeneity彪雑，　Homogeneity純一，　Idea玉ism唯心論，　Inductien帰納，　Intelllgence虚霊，
　Magianlsm逸実教，　Materialism唯物論，　Metaphysics形而上学，　Naturalism自然論，
　Human　nature性，　Necessit麟anism必然論，　Nlrvana浬繋，　One泰一一，　Reality真如，
　Relativity相対性，　Revolution革命，　Rosicrucians錬金方士，　Rudiment元形，　Sage至人，
　Samadhi三昧，　Substance大極，　Trinity三位一体，　Unconditioned無碍的，　U聡ification冥合，
　Vanity盗；警，　Infinite　v圭sion無限観
このうち，たとえば，
　Docetism　度説得教（初版）→度密度教（再版）→度屑得心（三版）
　Naturalism　唯理論（初・再版）→自然論（三版）
　Relativity　相対（初・再版）→栢対性（三江）
のように，初・再版と三版の間で訳語が変化したものが二三見られるが，原語と注脚の内容が変
わっていないので，陶様に扱った。これらの注脚をながめると，性質の異なるものが並存してい
ることに気付く。
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　まず，この中で，古い漢籍の出典または根拠を示したものが大半を占めているものの，下線を
引いた訳語（8語）のように，漢籍の繊典などと関係なく，単なる編者のコメントや注釈を添え
ただけのものも混じっている。たとえば，
　無宇宙論（按，斯比諾薩以為世界非在絶対以外者也，是三無宇宙論。）
　以彼阿三教（按，基督教之一派。）
　赤三三（按，昔者印度有一種之学派，裸体而漫遊，故時人呼田赤脚仙，蓋是仏家所謂裸形外道。）
　喉物論（按，物一三已，三三流行而言，謂之気，以其凝聚蒲言，謂之体，以其妙用而言，謂之
　　　　　心，以其変化而雷，謂之光，謂之熱，謂之鑛，謂之電，其他三三覆載間者，無一三自
　　　　　物三生，此唯物論所以縁起也。）
　三位一体（按，基督教徒中，有以天父神子聖霊為三位一体者，天道遡原，三一三三，三而一者
　　　　　也。）
のようである。これらの注脚は，難解な訳語に付けられていると考えるならば，ほかにも難解な
訳語がたくさんある中，これらの語だけが選ばれた理由は明らかではない。
　次に，漢籍の出典などを示した注脚の中では，訳語の出典を漢籍に求めたものと訳語の根拠を
漢籍に求めたものとの違いがあるのに注目すべきである。出典を漢籍に求めたものとは，例えば，
　転化（按，准南子原道訓，転化推移，得一之道，以少生多。）
　形而下（按，易繋辞，形而下者，謂三二。）
のように，訳語の語形がそのまま注脚に現れている場合をいうが，中には，
　帰納（按，帰還也，納内也，韻書，以佐結字故云帰納，今回其字而不取其義。）
のように，語形だけ借りて，原語の意味を取らないと明書する例もわずかに見られる。根拠を漢
籍に求めるものとは，例えば，
　範疇（按，三三範，天乃錫萬洪二九躊，鼻旧故叙，範法骨脂類也。）
　彪雑（按，彪雑也，書周官，不和政彪，me一・作鹿。）
のように，訳語を構成する漢字が見られるものの，語形はそのまま注脚に現れていない場合であ
る。ちなみに，
　達徳論（按，中庸，智仁勇三者，天下達徳也，注謂之達徳者，天下古今所得之理也。）
　演繹法（按，中庸序，更互演繹，作為壮丁。）
　萬有成立（按，現象之外，別丁広大無辺不可得而知者，謂之萬有成立，成立之字，出三三三三
　　　　　情表。）
のように，訳語の一部が注脚に見られるが，「～論」「～法壽など注脚には現れない部分がある例
も，根拠を漢籍に求めた訳語に準じて考えられよう。
　また，漢籍の幽典または根拠を示した注脚付き語を見ると，「絶対，先天，転化，範躊，演繹法，
帰納，唯心論，唯物論，形而上学，相対性，革命」などのように，明治前期に訳出された重要な
哲学概念については，漢語尊重の当時にあって，その出典または根拠を漢籍に求めるのがわかる
が，一一方，「太初，萬化，三三，泰一，真如，無碍的」などのように，それほど重要な概念とは思
えないのに，これにも漢文注記が付いている。すると，漢文注記は訳語の重要度を吟味して付け
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られたものというよりも，編者には注記内容の用意があるかないかで，つまり，ある程度の恣意
性を持って付けられたものではないかとの印象を与えざるを得ない。三三衛氏は，井上哲次郎の
手稿に見られた注脚付き語を検討し，その性質についてL方では訳語に確たる証拠を与えてそ
の正統性を主張しようとした。もう一方では単に読書メモをとるついでに，漢籍から新しく発見
した例文を示すことで自分の博学ぶりを披露しようとしたのではないか」と述べている8。筆者も
この考えに同感である。
7．2．初・再版にあり三版で削除されたもの
　表8の（2）に属するものを見ると，三つのパターンに分けられる。まずは，三版で見出し原
語そのものが削除されたので注脚が削除された場合である（3語）。
　Afflux朝宗，　Confiux会同，　Egoistic　al£ruism兼愛主義
　次は，三版でもとの訳語が削除されたので，それに付されていた注脚が削除された場合である
（8語）。矢印で示したように，初・再版の訳語が三三でほかの訳語に変更された。
　Ambiguous三三→三二的，　Complex錯紹→；複雑・錯雑，　Deontology達道論→本務論・義務論，
　Evolution三三→進化・発達，　Mahayana摩三教→大乗，　Modification三三→変形・変成
　Perfectionism全成教→完成教，　SuggestioB張本→暗示・提起など
　最後は，原語と訳語はそのまま，三三で注脚だけが潮除された場合である（8語）。
　Agnosticism不可思議論，　Deism自然神教，　Emancipation　9e脱，　Ethics倫理学，
　Metempsychosis輪廻，　Seclusion三二，　Supernaturalism超理論，　Transubstantiation化体
　原語または訳語の削除に伴って，それに付されている注脚も削除されたという場合は理由が分
かりやすいが，訳語がそのまま残っているのに注脚だけが削除された8語については，編者自身
が触れていない以上，推測に頼るしかない。例えば，三三大典氏は「〈解脱〉〈輪廻〉はすでに古
くから日本語の語彙にとけ込んでいるので，いまさら注記の必要もないと判断されたのかもしれ
ない」としている9。ほかの語についていえば，「不可思議論「自然神教」「超理論「化体Jの注
脚は，漢籍の蹴典や根拠ではなく，編者の解釈である。しかし，これは注脚が削除された理曲と
して考えるなら，残りの「倫理学1と「沈冥」は，出典の注脚なのに潮除された例となる。
7．3．再版で増補された注脚付き語
　表8の（3）は，つまり再版で増補された注脚付き語ということになるが，増補者の有賀長雄
によって加えられた注脚は，「Asceticlsm厳括主義と「Obscttrantism絶智学」の2語だけである。
各版にある2語の記述は次の通りである。
　Asceticism
　初版　　厳粛教
　再版　　厳粛教，制欲主義，厳括主義（按，揚子修身篇，其為外也，三門則可以三身。）
　三三　　禁欲主義，二三主義（按，揚子修身篇，其為外也，粛括則三三提身。）
　Obscurantism
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　初版　　　　　なし
　再版・三版　　絶暦学（按，老子，絶望棄智，民利百倍。）
　「Obscurantism絶南学」については，再版で増補され，三諦にそのまま受け継がれていったので，
とくに問題がない。一方，「Asceticism厳括主義」のほうを見ると，初版では，訳語は「厳粛教」
の1語だけであったが，再版では，増補者の有賀長雄によって「面面主義」と「厳括主義」の2
語と注脚が加えられた。ド綱欲主義」と「出歯主義は，おそらく有賀長雄の造語であろうと推察
される。三曲になると，井上哲次郎は「厳粛軌を削除したと同時に，「制欲主義Jを「禁欲主義」
に，「厳括主義」を「粛括主義」にそれぞれ改めた。
　「西之主義jを「粛括主義」に改めた直接的な理由は，井上が再版の注脚にあった「厳括」を三
三の「粛括」に直したためである。そこで，『漢語大盤典』（漢語大詞典出版社，1994）によって
調べると，「厳括］という語が見当たらないが，「悩乱は収録されていて，そこには『哲学字彙a
と同じ誌代の揚雄『法言・修身2の用例が載っているのがわかる。つまり，井上は，漢籍を引用
した有賀の誤りを訂正したのである。なお，「欄欲主義」を「禁欲主義」に改めた理由は明らかで
ないが，上述の「漢語大詞典aには「制欲」がなく，「禁欲」だけが収録されているのも確認した。
ここからも，なるべく出典のある由緒正しい漢語を使おうとする井上の編集態度がうかがうこと
ができる。
7．4．三幅のみ注脚が見られるもの
　表8によると，三版では，注脚付き語の総数が再版の65語に比べ，42語ほど増加して107語となっ
ていることがわかる。この中から，（2）項の削除された19語を差し引いて加算すると，（4）の
三版で新しく現れた注脚付き語は61語となる。注脚の性質によって類別すると，次のような黒つ
のパターンにまとめることができる。
　まず，三盛独自の注脚の中で最も多く，全体の半数ほどを占めるのは，訳語の出典を漢籍に求
めたものである。例えば，
　教育（按，教育之｛芋，濾出干孟子豪雨上，育又作統，音義並同。）
　法律（按，潅繭子主術訓，事不法七戸在，而可動便国佐治。）
　社会（按，近思録巻物，工程全書巻廿九云，郷民為社会，気立科条，…。）
などがその例であるが，次にこの種の全32語を掲げておく（下線は初・再版に注脚がなく，三版
で新たに注脚が付けられた語を示す）。
　Abstlnence遠離Agent但型，　Befangenhelt（ド）結使，　Blindly憲射的，　Chaos混乱・渾然，
　Civilization開化・文明，　Clear明晰，　Common　sense常識，　Conscience本心・道心・道念・真心，
　Consclousness遜，　Creator造物者，　Education　i9宣，£go麩，　Hallucination迷闇，
　Ichheit（ド）我所，　Illusion迷妄，　Law鍵，　Leistung（ド）成遂，　Natlon国墨，　Necess圭ty必塾，
　Percep之ion纏，　Principleま義，　Proof符験，　ProP艶ty的当，　Right権型，　Sehnsucht（ド）飢盧，
　Soclety社会，’Transcendent向上，　Understand分暁，　Verkehrtheit（ド）倒錯，　Vorurtei1（ド）成
　心，Will意思
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　この中で，「當識」のように，和書の出典を引いたものが僅かながら存在するのを見逃してはな
らない。
　　常識（按，常識之掌，出干語孟字義。）
　　「按」の中の儲孟字義』は，漢籍ではなく，伊藤仁斎（1627－1705）が論語と孟子の二書から選
んだ語句を解説したもので，その中で「常識」という語が使われたとのことであるlo。
　また，訳語の出典を漢籍に求めたのではなく，訳語の根拠を漢籍によって示したものは，三版
独自の注脚付き語の中で6例ほど見られる。
　経済学・理財学（文中子云，楚其宗侍，七世奥，皆有経済之真。易繋辞云，理財正辞。）
　宇宙（按，潅南子斉俗訓，往古来今，謂之宙，四方上下，謂之宇，又見干　子。）
　Docendo　discismus教人所以自学，　Heimweh（ド）土思病，　Motive動塞，　Political　economy
　経済学・理財学，Universe宇宙，　Vol圭tio臓執意
　訳語の出典または根拠を漢籍に求めた注脚の中では，特に下線を引いた諸語に注目したい。こ
れらの訳語は，いずれも初版と再版の時から見られたが，しかし当時は注脚が付いておらず，三
版になってはじめて注脚が付くようになったものである。なぜ三版になって注脚が付けられたの
か。これらの訳語を見ればわかるように，そのほとんどが明治初期に嵐現し，その後定着した基
本概念語の類である。訳語の定着が先にあって，その鳩自を後から追加するというやり方の意味
を考えると，やはり，漢籍の出典を明示することによって，これらの訳語の「由緒正しさ」を裏
付けようとする編者の意図が見えてくるのかもしれない。ちなみに，上掲した訳語の中で，漢籍
の出典を示しながらも，古典語の用法と区別し，語義の変化を示唆したような編者の説明が付け
加えてあるものも二三見られる。
　動機（列子天象底質，万物皆出於機，皆入於機，注，癖者群有始動之細査云云，鷹取墨字而不
　　　　取直義。）
　主義（按，汲家五爵論法解，主義行徳，日元，主義疵口義血主，今田主義者，主要之義。）
　権利（筍子勧学篇，…是：故権利不能傾也，云々。万国公法，始仮用此丈。）
　最後に，漢籍の瓦石や根拠と閣係なく，編者自身のコメントや注釈を内容とする注脚であるが，
この種に属するものが比較的多く，23語ほど見られる。これを，さらに次の①～④項に類別する
ことができる。
①漢語の術語（4語）
　Aesthetlcs美学（按，旧云審美学非。）
　Anachromatic（ド）温色感性（按，前回褐，謂之温色。）
　Archebiosis原生（按，謂生物自生物而生蜜。）
　Philosophy哲学（按，西周訳利学説日，哲学即欧州儒学也，今訳哲学，所以別聖主東方儒学也。）
②音訳の術語（8語）
　Academy亜加的密圏（按，園名，哲学者普拉頓曾教子弟処。）
　Barbara抜爾抜刺（按，論理之記号。）
その他　　Amen亜孟，　Baralipto簸巴刺利布頓式，　Baroko抜羅格式，　Cabal加抜刺，
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　　　　　Charvaka三婆迦，　Upanishad優波尼沙土
③漢字の説明（4語）
　Colo臓y殖民（按，二本三三，二三二三，慣用二二，故不能改。）
　Benefit稗益（按，禅二二非。）
　Ecstasy二二（按，慨又作二二．）
　St｝mulant刺激（按，用刺戟之二二。）
④哲学者の人名（7語）
　A盛stokles二二斯特克己私（按，普拉徳之：名。）
その他　　Adrame｝ech亜土刺米列希，　Chang－hung・chu張横渠，　Chang－i－chwan程伊川，
　　　　　Chang－ming－tan　N明道，　Cheu－tsz周子，　Chu－tsz朱子
　このうち，「Aes出etlcs蘂学」「Philosophy哲学∬Ecstasy悦憬」の3語の原語を除けば，残りの
20語は，すべて原語も訳語も三二で新たに増補されたものである。とくに，②③④項で示した解
釈のパターンそのものは初版と再版にまったく見られなかったといえる。
　原語が初版からあった3語については，「哲学」という語は，明治初年に造られ，西周の自著や
初版を通じてすでに定着したものなので，三版の注脚は，あるいは「哲学」の出自を追認するよ
うな役割を果たしていると思われる。
　「蘂学」という語は，初版と再版で「美妙学」と訳されていた。これは，西周が明治3～6年に
書かれた哲学関係のノートにすでに見られた訳語で，そのまま初版に受け継がれたと見られる。
しかし当時の社会では，「審美学」の勢力が「美妙学」を圧して強かったためか，三版の注脚にお
いて，「美妙学」に触れずに，「口論審美学非」として，「審美学」を「美学」に改めたことに雷及
している。しかし，「美学」は凸版になってはじめて使われだした用語かどうかについては，調査
なしで断言できない。
　Ecstasyの訳語は，：初版と再版では「消魂・奪魂・大悦」となっていたが，三版ではもとの3語
が削除され，「慌憬」に改められた。しかし，「悦憬」は『漢語大詞典』にも「1大漢和辞典gにも
収録されておらず，典拠不明なものか，それとも「胱惚」の誤りか，のどちらかになりそうであ
る。
8．三二における哲学者人名の増加
　初版と再版では，例えば「達維尼学派・韓図学派」のように，学派名の一部として哲学者の人
名が出てくるが，人名だけが見出し語になることはまったくなかった。この意味で，三版におけ
る哲学者人名の項目は，増加というよりも新設といったほうが正しい。哲学者人名の項目はほと
んど次のような形で収録されている。
　Bacon，　Francis．　b．1561；d．1626．　English　philosopher．倍根
　Banzan，　K：umazawa．　Japanese　economist　and　philosopher．　b。1619；d．1691．熊沢蕃山
　Socrates　A　Creek　philosopher．　b．469；d．399　B．　C．環格刺底斯
　Zeno　of　Elea．　Greek　philosopher．　Lived　in　the　5th　century　B．　C．惹諾
101
　語釈中のbとdは，それぞれborn（生）とdeath（死）の略称である。筆者の調べでは，三版
にはこのような哲学者人名の見出しが89項目ほど見られ，西洋哲学者だけでなく，東洋哲学者の
項Rも含まれている。収録された人名を国別で分けると，次のようになる。
　　ギリシア（21人）　ドイツ（20人）　イギリス（11人）　フランス（10人）
　　中国（9人）　日本（5人）　イタリア（4人）　スイス（3人）　インド（2人）
　　アラビア／オランダ／スウェーデン／スコットランド（各1人）
　哲学者の取捨選択については，編集者の言及がなく，明らかでないが，陳力衛（2001）が指摘した
ように，おそらく編集者の研究上の関心と関係するであろう。たとえば，臼本の哲学者では，山
崎閣斎（1618－82），熊沢蕃山（1619－91），物租篠（1666－1728），大塩州民（1794－1837），平田篤胤（1776－
1843）の5人が収録されているが，いずれも江戸時代の朱子学・陽明学または神道を研究した人で
ある。また，中国の哲学者9人のうち，紀元前に生きた老子，孔子，荘子，孟子らについては，
いずれも，
　Lao　Tsze．　Chinese　philosopher，　lived　in　the　6．century，　B．C．老子
　ConfUeius．　Chinese　philosopher．　b．551；d。479，B．C．孔子
のように，英語による簡単な紹介だけで済んでいるのに対し，張載・程願・程顯・周惇実・朱蕪
ら宋代の朱子学者については，
　Chang・hung・ehu．　Chinese　ph三10sopher．　b．1019；d．1077．張函渠（按，張横渠，名画，字子壷，
　　横渠其面隠，前著有正蒙。）
　Chu・tSz．　Chinese　philosopher　and　polyhistor．　b．1130；d．1200．朱子（按，朱子紙面，三元晦，
　　一一字仲晦，号海鼠，所著有三十余種。）
のように，英語のほかに，注脚の「按」が付いていて，より詳しく紹介されている。ここからは
確かに編集者の関心の所在が窺える。
　もう一一つは，三宿にある西洋哲学者の入名はみな漢字を使って音訳されている点である。漢字
による人・名の音訳は，すでに初版刊行の明治10年代のときからも，平仮名・片仮名による人・名の
音訳と平行して行われていた。しかしその後，「韓図・倍根」など訳し方が早期に定着した少数の
有名な哲学者を除いて，むしろ仮名による品名の音訳のほうが徐々に主流を占めるようになって
いき，漢字訳の人名が廃れつつあった。こうみると，明治末期にあって，あえて漢字訳の人名を
三六に取り入れたのは，時流に逆らったようなやり方だと思われる。：事実上，三版の出版後，こ
れらの漢字訳の人名に従ったものはほとんど痴れなかったといえよう。
9．再版と三版の訳語の性質について
　以上，『哲学字彙』の再版については増補訳語の字数別で，三版については収録語の急増をもた
らした四つの側面から，それぞれ検討してきた。問題点はまだあれこれと残っているが，ここで
は，次の諸点にまとめておきたい。
　（1）再版の増補訳語は1022語で，再版全訳語の約3割（29．5％）にあたる。このうち，見出し
語の増加による訳語の増補は83．8％を占め，訳語の追加による訳語の増補は16．2％となっている。
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増補訳語の中で，二字訳語は圧倒的に多く，増補語全体の72．3％を占めているが，つづいて，三
字訳語（15．6％）と照字訳語（8．0％）は，大差を付けられて，二位と三位になっている。
　二十訳語の中で，筆者にとって最も関心のあるものは，中Nの現代語でともに現存するC類語
とD類語である。C類語については，いちおう古い漢籍に典拠を持つのを確認したが，今後，訳
語となったのがきっかけで新義への転用があるかどうかをさらに検討していく余地が残っている
と思う。一方，D類語については，　C類語に反して，古い漢籍に典拠を持たない近代以後の新語
であるのを確認したものの，再版の新造語かどうかなど，その出自を物明するまでにはまだ至っ
ていない。また，二宇訳語のほか，術語が主流となる三字訳語と四宇訳語の中で，とくに現代語
に受け継がれた少数のものに留意する必要がある。術語の語源探し資料としての利用価値があり
うるからである。
　（2）再版の増補者有賀長雄は，明治15年東京大学の哲学科を卒業した人であるが，彼の明治前
期の著訳書『訳解近世哲学』（明治17－！8）や『聖門哲学論£（明治19）などを見ると，西洋哲学史
に傾いていて，哲学用語の使用はそれほど多くなかった。また，明治後期の伊論理学講義3（明治
31）をとってみても，当時の主流に従わない自己流の造語が多く，哲学用語の形成にあまり貢献
していない感がある。『哲学字彙』再版の改訂も，再版の緒言に述べられているように，積極的な
発案によるものではなく，初版刊行の2年後に「印本全尽」となり，再版刊行のために改訂の運
びとなった。そして，ちょうどその時，共編者たちはみな海外にいるので，「故至改訂印刷之業，
長雄専任其責」ということになったのである。改訂の作業を半ば受身的に引き受けた有賀にとっ
て，「正誤謬，補不足」を全うするだけで精一杯であったのかもしれない。
　（3）三版訳語の性質を明らかにしょうとして，本稿では，初版・再版における訳語の増補を顧
みながら，三版の訳語急増をもたらした幾つかの側面を検討した。その要点を次表のように整理
することができる。駅語の役割」の欄では，それぞれの改訂項目間に見られる訳語の張り合い関
係をとらえてみた。
　表9　三版訳語の性質についてのまとめ
改訂の内容 訳語の性質 訳語の役割
ドイツ語見出
ｵの導入
各分野の術語。三版見出し語金体の38．6％，増補見出し語
ﾌ52．8％を占めている。
小見出しを持
ﾂ見出し語
術語のなかでも基本度の高いものが多い。この618語が中心
ﾉ構成される2220の小見薄しも各分野の術語である。
伊哲学掌魏の専
蜻ﾎ訳辞書の性
ｿを強める。
4訳語以上を
揩ﾂ見出し語
術語以外の一般語が多い。大小さまざまの類義漢語のグルー
vを成していて，所有訳語数は3804語に及ぶ。
注脚付き語の
摎ﾍ霞
訳語の出典または根拠を漢籍に求めたもの（約7割）と編
ﾒ自身の解釈を添えたもの（約3割）との二種類がある。
『哲学掌彙』の一
ﾊ対訳辞書の性
ｿを強める。
哲学者人名見
oしの薪設
初版と再版になく，三紋で新出。計89項目のうち，東洋人
ﾉ関しては，朱子学研究者が中心となる。
　（4）三智訳語の全体像が本稿で明らかになったわけではない。三版で大量な訳語が増加された
ので，中には，再版の後に生まれた新出の術語なども多く含まれているはずである。しかし，必
ずしも三版を通してこれらの新語を整理・検討する必要があるとは眼らない。なぜなら，三版を
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取り巻く明治末期の哲学界の状況は，初版と再版刊行の当時と比べれば，大きく変化したからで
ある。
　哲学卑語辞典に限っていえば，たとえば，再版に一年ほど遅れて出版されたm教育・心理・論
理術語詳解』（1885）では，収録認数が490語と少なめであるが，見出し語は瞬本語で，しかも，
すべての見出し語について詳細な解釈を施している。「推測式」という語を例にとれば，
　推測式〔シロジスム〕推測式ハ其ノ淵源遠ク感温ノ古代ニアリテ論理学上最緊要ナル者トス，
　　　　　　　　　　　　此ノ法ハ三段論法トモ称ス可キ山門シテ…
のように，200字以上の語釈が書かれてある。また，三豊の刊行に先立って1905年に出版した朝永
三十郎著『哲学辞典」と羽蟻豊之助ら合著『普通術語辞彙3，並びに三斜と両年に出版した同文館
『哲学大辞書』（1912）は，みな内容のすぐれた力作であった。したがって，明治末期における『哲
学字彙』網版の位置付けといえば，単なる外国の哲学書を翻訳するときに便利な対訳辞典に過ぎ
なかったのかもしれない。ちなみに，三三の編集者である井上哲次郎・元良勇次郎・中島力造は，
三人とも同文館『哲学大辞書』の編集担当者を兼ねていることから考えると，ぽ哲学大辞書gの編
集と『哲学掌彙s三版の改訂との関係が興味ある問題となるし，少なくとも，三盆には『哲学大
辞書』を超えて多くの新語が収録されている可能性は低いと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　飛紹良文（198◎）では，例えば，初版にあって再版で削除したもの，または再版で訳語を変更した
　ものなどの例もあげられている。本稿では，再版で削除したものの数はごく少数にとどまってい
　るので，とりあげないことにした。また，再版で訳語を変更したものは増補訳語として扱った。
　なお，真閏治子（2001）でも，再版の訳語変動にふれ，各パターンの語数を提示しているので，参照
　されたい。
2　注1を参照。この表1も，初版の訳語を削除・変更した少数の例を捨象し，再版の増補状況を
単純化した上で作成したものである。
3　朱京偉（1997）の2の（1）を参照。
4　代表的な国語辞典として，中国語では『現代漢語詞典3（商務印書館，1978）を，日本語では『新
潮現代国語辞典3（新潮社，1985）を，それぞれ選定した。前者は収録閉園5万6千語，1国では中
型辞典に分類される。後者は収録語約7万7千語，日本では小型辞典の部類にはいる。単なる辞
典の収録状況によって死語かどうかを判定するには躇躇があるが，なるべく主観的判断を避ける
　という考えから，さしあたり判定の基準を辞典の収録語に置いた。
　　なお，本稿では「死語」と「廃語」の二語をともに用いているが，表2で示したように，漢籍
　に出典を持つものについては「死語」と呼び，漢籍に出典を持たないものについては騰議と
　呼んで区別したためである。
5　再版の増補語に見られる一字訳語は次の16語である。
　　意毅卿郡捨書享開札体道風理時代注
いずれも上位概念を表す一般語となっていて，術語ではないので，本稿でとりあげないことにし
　た。
6　永嶋大典（1970）の第5章pp．105－112，飛田良文（1979）のpp．227－228，及び霊力衛（2001）の第四章
第三節pp．309－322を参照。
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7　三版では，「按」の字が付いていない注脚も二三毘られるが，これもほかの注脚と同様に扱った。
　飛照良文（1979）では，初版の注脚付き語を63語としているがヂNecessitadanism必至論」の一語は
　見落とされたようである。また，陳力衛（2001）では，三版で肖ij除された注脚付き語を18語掲げてい
　るが，小論では「Ambiguous滑疑」と「Egoistic　altruism兼愛霊義」の2語を蒲えておいた。
8　陳力衛（2001）p．321を参照。
9　永嶋大典（1970）p．109を参照。
10　飛田良文（2000）を参照。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　　This　paper　clarifies　the　features　of　traRslated　terms　used　in　the　lst，　2nd　and　3rd
versions　of　Tetsugaku－jii　（Vocabu｝ary　of　Philosophy）．　After　research　on　the　lst　version
in　1997，　the　author　made　an　inquiry　into　the　2nd　and　3rd　versions．　The　main　points
of　the　present　study　are　number　of　new　words　in　the　2nd　version　and　four　items　which
made　the　3rd　version　extremely　large，　namely，　entries　and　their　equivalent　terms　in　trans－
lation，　subentries，　footnotes　aRd　the　names　of　philosophers．
　　　　Among　the　new　words　in　the　2nd　version　we　should　take　note　of　C　and　D　types，
which　are　still　alive　both　in　contemporary　Chinese　and　Japanese．　Some　surviving　3　and
4　character　words　are　also　worthy　of　note．　The　3rd　version　was　enlarged　drastically
because　the　dictionary　adopted　Rot　oRly　technical　terms　but　words　of　commoR　people．
Tetsugaku－jii　has　changed　its　character．　The　lst　version　was　an　advaRced　glossary　for
specialists，　but　the　3rd　version，　published　at　the　end　of　Meiji　era，　was　considered　a　sort
of　ordinary　biiingual　dictionary．
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